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音のある生活を届けたい
　「（音源は）どこ？」「そう、ここだね。ＯＫ！ＧＯＯＤ！」
　同じ音に反応したり、音を使って呼び掛けたり、コミュニケー
ションのきっかけにもなる音。そんな音が聞こえない、聞こえづ
らい人たちに、生活に必要な音を知らせる聴導犬の訓練士として、
（公財）日本補助犬協会で活躍する吉田しのさん。「暮らしを豊か
にする音が日常にあふれている。聴導犬との生活が、人と人とを
結び付けるきっかけになってくれたら」と思いを語る。
◆仔犬飼育ボランティアを募集しています　http://hojyoken.com/
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　　平成24年度事業評価（平成23年度実施事業）
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法
人
・
福
祉
施
設
職
員
の
間
で
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
共
有
し
て
い
け
ば
よ
い
か
。
委

員
会
で
は
、
次
の
４
つ
の
大
事
に
す
べ
き

視
点
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

　
第
一
に
「
施
設
利
用
者
の
被
災
時
の
様

子
を
理
解
す
る
こ
と
」、第
二
に
「
そ
の
上

で
、
施
設
職
員
と
し
て
の
災
害
時
の
基
本

的
な
ス
タ
ン
ス
を
理
解
す
る
こ
と
」で
す
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人・福
祉
施
設
は
、

地
域
の
中
の
一
資
源
と
し
て
の
役
割
が
あ

る
こ
と
か
ら
、「
地
域

住
民
の
避
難
先
と
な
る

想
定
や
、
地
域
住
民
の

協
力
を
得
な
が
ら
施
設

内
の
災
害
対
応
を
乗
り

越
え
て
い
く
想
定
を
伝

え
て
い
く
こ
と
」
と
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
第
三

の
視
点
で
す
。

　
さ
ら
に
、
第
四
の
視

点
と
し
て
「
当
該
市
区

町
村
内
・
県
内
・
県
外

か
ら
の
外
部
支
援
を
ど

の
よ
う
に
受
け
入
れ
、

対
応
し
て
い
く
か
」
に

つ
い
て
も
触
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
災
害
発
生

時
に
は
、
福
祉
施
設
も

職
員
自
身
も
被
災
し
、

今
ま
で
の
設
備
や
マ
ン

パ
ワ
ー
で
は
到
底
対
応

し
き
れ
な
い
事
態
が
想

定
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

災
害
時
に
必
要
と
な
る
こ
と
と

時
系
列
で
の
お
さ
え

　
被
災
地
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内
容
は
、
ガ
ソ

リ
ン
や
通
信
手
段
の
確
保
、
地
域
住
民
と

の
関
わ
り
、
支
援
者
の
役
割
分
担
や
チ
ー

ム
運
営
の
大
切
さ
等
、多
岐
に
渡
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
整
理
し
て
ま
と
め
て
み
る

と
、
物
資
・
備
蓄
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整

備
や
避
難
所
の
運
営
、事
業
継
続
計
画（
Ｂ

県
内
外
の
関
係
者
と
の
協
働
に
よ
る

研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り

　
昨
年
９
月
に
第
１
回
目
の
会
合
を
設
け

た
「
災
害
支
援
施
設
職
員
ノ
ウ
ハ
ウ
研
修

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
委
員
会
」（
委
員
長：

浦
野
正
男
(福)
中
心
会
理
事
長
）
で
は
、
本

会
経
営
者
部
会
及
び
施
設
部
会
の
社
会
福

祉
法
人
・
福
祉
施
設
関
係
者
、
学
識
経
験

者
に
加
え
、
県
保
健
福
祉
局
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
の
も
と
、
議
論
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
立
ち
上
げ
の
背
景
に
は
、
被
災
地

支
援
を
継
続
し
て
い
く
中
で
改
め
て
感
じ

た
協
働
の
大
切
さ
、
本
県
に
お
け
る
被
災

し
た
際
の
備
え
と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
数
多
く
あ
る
と
い
う
現
状

認
識
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
の
取
り
組
み
と
し
て
、
特
筆
す

べ
き
は
、
徹
底
し
た
被
災
地
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
こ
と
で
す
。

　
「
ど
ん
な
に
想
像
を
巡
ら
し
て
も
、
被

災
し
た
状
況
は
計
り
知
れ
な
い
」「
社
会

福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
動
き
が
求
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
」

「
発
災
か
ら
１
週
間
の
初
期
段
階
、
外
部

支
援
が
入
ら
な
い
段
階
で
の
対
応
を
知
り

た
い
」

　
発
災
当
時
の
様
子
や
現
在
に
至
る
ま
で

の
気
持
ち
の
変
化
な
ど
、
社
会
福
祉
施
設

経
営
者
・
職
員
の
立
場
か
ら
疑
問
点
を
整

理
し
、
実
際
に
被
災
地
を
訪
問
し
て
聞
き

取
り
を
行
い
、課
題
整
理
を
進
め
ま
し
た
。

　
計
３
回
に
わ
た
る
被
災
地
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
て
き
た
中
で
、
特
に
印
象
深
か
っ

た
こ
と
は
「
当
初
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

人
々
が
福
祉
施
設
に
避
難
し
、
一
定
期
間

を
共
に
過
ご
し
た
」
と
い
う
現
実
で
す
。

「
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
救
助
さ
れ

た
方
が
、
た
ま
た
ま
施
設
の
そ
ば
に
あ
っ

た
空
き
地
に
降
り
立
ち
、
そ
の
ま
ま
福
祉

施
設
で
昼
夜
を
過
ご
し
た
」
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
あ
り
ま
し
た
。

被
災
地
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
基
づ
く

大
事
に
す
べ
き
４
つ
の
視
点

　
研
修
会
を
通
し
て
、
本
県
の
社
会
福
祉

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
半
が
経
ち
ま
し
た
が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
不
安
は
ま
だ
消

え
ま
せ
ん
。
復
興
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。
多
く
の
犠
牲
者
を
悼
み
、そ
の
上
で
「
あ

の
日
」
の
体
験
を
教
訓
に
し
て
い
こ
う
と
、
本
会
で
は
約
１
年
を
か
け
て
、
災
害
発
生
初

期
の
社
会
福
祉
施
設
職
員
対
応
に
つ
い
て
、
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
回
は
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
経
過
と
第
１
回
研
修
会
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

特
集

被
災
時
に
社
会
福
祉
施
設
は
ど
う
動
く
か

―
「
災
害
発
生
初
期
対
応 

施
設
職
員
ノ
ウ
ハ
ウ
研
修
」
の
取
り
組
み

価値観・姿勢

①発生前 ②初期（生命維持期）
当日～３日（72時間）

③次期（外部支援受入期）
４日～１週間

④中期（本来機能復旧期）
８日～１カ月

⑤終期（復興期）
１カ月～

知識・情報

技術・技能

被災者・被災状況の理解
初期時対応

福祉避難所運営
外部支援・救援物資コーディネート

生活相談・社会資源（地域）調整

被災者・被災状況の理解（傾聴・相談援助技術・記録）
初期時対応（リーダーシップ）

福祉避難所運営（リーダーシップ・コミュニケーション・ストレスマネジメント）
外部支援・物資支援コーディネート（コミュニケーション・コーディネート）

生活相談・社会資源（地域）調整（傾聴・相談援助技術・コーディネート）
ＢＣＰ（事業継続計画）・リスクマネジメント・組織管理（人材 /財務 /場所）

被災者・被災状況の理解
物資・備蓄ガイドライン

初期時対応
福祉避難所運営

外部支援・救援物資コーディネート
生活相談・社会資源（地域）調整

ＢＣＰ（事業継続計画）

■（Ｆｉｒｓｔ ＳＴＥＰ：一般）　■（Ｆｉｒｓｔ ＳＴＥＰ：管理）　■（Ｓｅｃｏｎｄ ＳＴＥＰ）　■（Ｔｈｉｒｄ ＳＴＥＰ）

別表 研修カリキュラムの全体構成
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Ｃ
Ｐ
）
の
考
え
方
、
災
害
時
に
円
滑
に
物

事
を
進
め
て
い
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
ス
ト
レ
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素

が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
そ
れ
ら
を
研
修
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
、
別
表
の
よ
う
に
ま
と

め
ま
し
た
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
ニ
ー

ズ
や
対
応
も
変
化
し
て
く
る
こ
と
か
ら
、

時
系
列
で
、
①
発
生
前
、
②
初
期
（
生
命

維
持
期
：
災
害
発
生
当
日
〜
３
日
）、
③

次
期
（
外
部
支
援
受
入
期
：
４
日
〜
１
週

間
）、
④
中
期
（
本
来
機
能
復
旧
期
：
８

日
〜
１
カ
月
）、
⑤
終
期
（
復
興
期
：
１

カ
月
以
降
）
の
５
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け

て
、
整
理
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、ま
ず
は「
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ

プ
：
一
般
」
と
し
て
、
時
系
列
①
〜
③
に

お
け
る
職
員
対
応
を
中
心
に
、
研
修
を
組

み
立
て
て
い
き
ま
し
た
。

第
１
回
研
修
会
レ
ポ
ー
ト

「
あ
の
日
、
何
が
起
こ
っ
た
か
」

　
今
年
８
月
に
開
催
し
た
第
１
回
研
修
会

で
は
、
発
災
当
時
の
様
子
を
参
加
者
に
感

じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
宮
城
県
名
取
市
で

障
害
者
施
設
を
運
営
す
る
笠
井
晃
施
設
長

（
(福)
み
の
り
会
）
か
ら
、
被
災
前
・
被
災

直
後
の
福
祉
施
設
の
様
子
や
、
一
日
ご
と

の
職
員
の
動
き
に
つ
い
て
時
間
の
経
過
と

と
も
に
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
笠
井
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り
、
職
員

対
応
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
正

確
な
情
報
に
基
づ
く
安
全
性
、
②
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
よ
る
継
続
性
、
③
拠
点
が
あ
る

こ
と
に
よ
る
安
定
性
、
④
オ
ー
プ
ン
ス
タ

ン
ス
が
も
た
ら
し
た
絆
・
社
会
性
を
挙
げ

ま
し
た
。

　
笠
井
さ
ん
の
実
践
報
告
を
踏
ま
え
て
、

参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し

た
。「
利
用
者
・
職
員
等
の
安
否
確
認
や

本
来
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
の
体
制
構

築
」
に
つ
い
て
の
テ
ー
マ
で
は
、
安
否
確

認
の
方
法
と
し
て
、
一
斉
メ
ー
ル
配
信
や

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
導
入
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
た
ほ
か
、
避
難
す
る
想
定
で
は
、

利
用
者
の
服
薬
デ
ー
タ
の
共
有
化
（
福
祉

施
設
で
の
一
括
管
理
）
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の

有
無
な
ど
、
具
体
的
な
視
点
が
挙
が
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
地
域
住
民
・
地
元
と
の
関
係

づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
や
商
店

街
と
の
つ
な
が
り
の
強
化
、
日
ご
ろ
か
ら

付
き
合
い
の
あ
る
給
食
業
者
と
の
食
材
に

関
す
る
協
定
を
結
ぶ
等
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
討
議
を
受
け
て
、
笠
井
さ
ん

か
ら
は
「
食
糧
の
備
蓄
が
残
り
一
日
分
と

な
っ
た
と
き
が
施
設
職
員
と
し
て
一
番
つ

ら
か
っ
た
。
明
日
か
ら
ど
う
し
よ
う
か
と

考
え
て
し
ま
う
し
、
平
等
に
皆
さ
ん
に
配

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
と
き
、

食
材
や
寝
具
を
融
通
し
て
く
れ
た
の
は
地

域
の
方
々
だ
っ
た
し
、
施
設
が
流
失
し
、

拠
点
探
し
を
し
て
い
た
と
き
も
空
き
物
件

や
業
者
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
、
施
設

利
用
者
の
保
護
者
や
地
域
の
方
々
だ
っ

た
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
一
歩
、こ
れ
か
ら
よ
り
良
い
も
の
に

　
研
修
開
催
の
案
内
か
ら
３
日
で
定
員
に

達
す
る
な
ど
、
関
心
の
大
き
さ
を
感
じ
さ

せ
る
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
第
１

回
と
同
じ
内
容
で
の
開
催
（
11
月
・
２
月

の
２
回
）
を
予
定
し
て
お
り
、
第
１
回
参

加
者
も
交
え
て
、
よ
り
良
い
内
容
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
福
祉
施
設

職
員
の
実
践
研
修
と
し
て
は
、
全
国
的
に

も
数
少
な
い
取
り
組
み
で
あ
り
、
ス
タ
ー

ト
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
本
県
の
社
会
福

祉
法
人
・
施
設
の
備
え
と
な
り
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
対
応
で
き
る
福
祉
施
設
職
員

の
養
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

 

（
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当
）

　神奈川県知的障害施設団体連合会では、昨年４月11
日から７月3日にかけ、障害者支援施設 仙台つどい
の家（宮城県仙台市）、(福)石巻祥心会(宮城県石巻市)
に職員を派遣しました。
　私も現地に入り、①津波による壊滅的な被災をした
地域とそうでない地域との差が大きい、②福祉職員も
行政職員も皆被災している、③行政は広く一般市民の
対応に追われ、障害福祉だけ特別な対応は困難な状況
にあったと感じました。
　被災地支援から学んだ教訓をどう生かすか？第一に
自助。被災から、自衛隊等の支援体制が整うまでの一
週間が重要。次が共助。被災状況が比較的軽かった福
祉施設など、お互いに応援し合うことが重要であり、
日ごろから自事業所以外の地域の関係機関との連携が
大事だと感じました。最後に公助。自助・共助で成り
立たない部分を公的機関がフォローすることです。
　私の法人では、今回の教訓を生かし、物資・備蓄品
の見直しを行い、事業継続計画（BCP）作成に向けて取
り組みを始めました。今回の研修会では、本県で大規
模災害が発生した場合、何を考え・何に取り組み・行
動するか、考えるきっかけになるよう期待しています。

災害支援施設職員ノウハウ研修
カリキュラム策定委員会
委員　　河原　雄一
（（福）藤沢育成会 湘南セシリア施設長）

被災地支援から学んだこと

研修会の実践報告では、笠井さん（左）が感極まる場面
もあり、参加者は３月11日の出来事を改めて思い返し、
その教訓を大切にする気持ちを一つにしました
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原
発
事
故
に
よ
り
多
く
の
住
民
が
区

域
外
に
避
難
し
た
福
島
県
相
双
地
区

は
、
昨
年
９
月
ま
で
に
一
部
を
除
い
て

避
難
指
定
が
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、
子

ど
も
を
も
つ
住
民
な
ど
少
な
く
な
い

人
々
が
区
域
外
へ
転
出
し
た
ま
ま
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
転
出
者
の

中
に
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
以
下
、

「
特
養
」）
の
介
護
職
員
等
も
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
震
災
前
か
ら
施
設
に

入
所
し
て
い
た
人
々
や
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
人
々
の
多
く

は
、
帰
郷
し
て
元
の
施
設
や
居
宅
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い

ま
す
が
、
介
護
職
員
等
が
不
足
し
て
い

る
た
め
に
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
ず
、
特
養
で
も
ベ
ッ
ド
の
一
部
を
使

用
で
き
な
い
状
況
で
す
。
現
地
の
施
設

で
も
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修
等
を
開
催

し
て
職
員
の
補
充
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
必
要
な
職
員
数
を
確
保
で
き
ず
、

ま
た
、新
任
職
員
も
十
分
に
「
戦
力
化
」

す
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
を
受
け
て
全
国
社
会
福
祉
施
設

経
営
者
協
議
会
（
以
下
、「
全
国
経
営

協
」）
で
は
、
会
員
法
人
か
ら
応
援
職

員
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、
そ

の
第
１
陣
と
し
て
、
本
年
６
月
か
ら
９

月
ま
で
の
16
週
間
、
本
県
の
(福)
中
心
会

を
含
む
４
法
人
（
他
に
福
岡
県
・
北
海

道
・
福
島
県
福
島
市
）
か
ら
応
援
職
員

が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
(福)
中
心
会
で
は
16
週
間
の
担
当
期
間

に
つ
い
て
、
８
名
の
職
員
で
２
週
交
代

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
ま
し
た
。

　
現
地
は
も
と
も
と
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の

少
な
い
農
村
地
域
で
あ
る
上
、
わ
ず
か

な
ア
パ
ー
ト
も
復
興
事
業
関
係
者
が
先

に
入
居
し
て
い
た
の
で
、
当
初
の
職
員

は
約
60
㌔
離
れ
た
宮
城
県
角
田
市
か
ら

片
道
１
時
間
半
を
か
け
て
自
動
車
を
運

転
し
て
通
勤
し
ま
し
た
が
、
全
国
経
営

協
が
地
元
の
社
会
福
祉
法
人
理
事
長
の

私
有
地
の
無
償
貸
与
を
得
て
仮
設
宿
舎

（
最
大
10
名
入
居
可
能
）
を
建
設
し
、

８
月
か
ら
使
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ

の
建
設
費
に
は
全
国
経
営
協
が
昨
年
会

員
法
人
か
ら
集
め
た
「
災
害
支
援
特
別

会
費
」
の
ほ
ぼ
全
額
（
約
３
７
０
０
万

円
）
が
充
当
さ
れ
ま
し
た
。

　
(福)
中
心
会
で
は
昨
年
も
３
月
下
旬
か

ら
９
月
下
旬
ま
で
、
40
人
（
延
べ
３
０

０
人
・
日
）
以
上
の
職
員
が
、
宮
城
県

気
仙
沼
市
・
岩
手
県
陸
前
高
田
市
・
同

県
大
槌
町
・
同
県
山
田
町
等
で
活
動
し

た
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
放
射

線
と
い
う
目
に
見
え
な
い
恐
怖
を
前
に

（
も
ち
ろ
ん
安
全
が
確
認
さ
れ
て
、
住

民
も
ふ
つ
う
に
生
活
し
て
い
る
地
域
で

す
が
）
職
員
の
協
力
が
得
ら
れ
る
か
ど

う
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

介
護
職
や
看
護
職
出
身
の
施
設
長
等
が

率
先
し
て
現
地
入
り
す
る
こ
と
で
他
の

職
員
も
快
く
派
遣
に
応
じ
て
く
れ
、
心

配
は
杞
憂
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
(福)
中
心
会
の
応
援
活
動
は
ひ
と
ま
ず

９
月
下
旬
で
終
了
し
、
千
葉
県
の
法
人

に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
が
、
同
地
域
の

施
設
の
体
制
が
完
全
に
整
う
に
は
ま
だ

か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
す
。
全
国
経

営
協
で
は
今
後
も
、
全
国
の
社
会
福
祉

法
人
の
協
力
を
得
て
、
被
災
地
域
に
応

援
職
員
の
派
遣
を
進
め
ま
す
。

 
（
（福）
中
心
会
）

福
島
県
内
の
特
養
へ

応
援
職
員
を
派
遣・宿
舎
を
建
設

職員２名が生活できる仮設宿舎４戸、既存建物を改修し
た１戸を整備し、10人前後を派遣できるように調整を進
めてきました

共同募金運動にご協力を！ 平成24年度寄付金配分計画
合計額：12億2,300万円　今年で66回目となる〝赤い羽根〟共同募金運動

が10月１日からスタートしました。
　12月31日までの3カ月にわたって展開されます。
　共同募金は、民間の社会福祉施設や団体が行う
事業を支援するための大切な財源です。
　また、昨年に引き続き、被災地でのボランティ
ア活動もサポートしていきます。
　今年も目標額の12億2,300万円を上回る資金援
助の要望が本会に寄せられています。
　皆さんの温かいご協力をお願いします。
 （県共同募金会　☎045-312-6339）

市区町村社会福祉協議会
3億3,217万円

民間社会福祉施設
1億5,000万円

障害者地域作業所
7,350万円

社会福祉団体
4,600万円在宅福祉サービス団体

4,800万円

年末たすけあい援護活動
3億9,770万円

災害時の準備金として
3,669万円

広報資材の作成経費など
8,167万円

地域ごとの共同募金事業
5,727万円
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●「人生90年時代」への制度転換に向けて
　内閣府は９月７日、高齢社会対策基本法に基
づく「高齢社会対策大綱」を閣議決定した。「人
生90年時代」を前提とした仕組みへの転換が必
要であるとし、生涯にわたり就業等の多様な社
会参加の機会が確保される社会を目指すこと等
を示した。数値目標として、60～64歳就業率を
63%（平成23年現在57.3％）、介護職員数を最
大249万人（同24年現在149万人）に引き上げる
こと等をまとめている。

●母子家庭14％ 父子家庭8％が生活保護世帯
　厚労省は９月７日、全国の母子世帯・父子世
帯・祖父母等による養育世帯を対象とした「平
成23年度全国母子世帯等調査結果」を公表した。
母子家庭の14.4％、父子家庭の8.0％が生活保護
を受給し、就業状態では正規の職員・従業員の
割合が減少。世帯の平均年間収入は母子家庭が
291万円で、子どものいる全世帯の平均収入の
44.2％、父子家庭が455万円で、同じく69.1％に
とどまることが分かった。
　また同日、これまで期限付きの時限法だった
「母子家庭の母及び父子家庭の父の就業の支援
に関する特別措置法」が、父子家庭の父親への
就業支援を追加した恒久法として成立した。

●災害ボランティア ２万人超で推移
　全社協が９月18日に公表した「災害ボラン
ティアセンターで受け付けたボランティア活動
者数の推移(仮集計)」によると、岩手・宮城・
福島県の８月中の活動者数は2万9,800人。ピー
ク時の昨年５月に比べると17.3％まで落ち込ん
でいるものの、今年４月からは毎月２万人を超
えるボランティアが活動を続けている。
◆全社協　被災地支援・災害ボランティア情報
　（http://www.saigaivc.com/）
◆ 中央共同募金会　災害ボランティア・ＮＰＯ
活動サポート募金

　（http://www.akaihane.or.jp/）

　
障
害
者
虐
待
を
防
ぎ
、
尊
厳
あ
る
生

活
を
守
る
た
め
、「
障
害
者
虐
待
の
防

止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援

等
に
関
す
る
法
律
」（
障
害
者
虐
待
防
止

法
）が
、10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
を

養
護
す
る
家
族
等
の
養
護
者
・
障
害
者

福
祉
施
設
等
の
職
員
・
勤
め
先
の
経
営

者
等
か
ら
の
虐
待
へ
の
対
応
や
、
養
護

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の
支
援
等

に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
と
都
道
府
県
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
市
町
村
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」

「
都
道
府
県
障
害
者
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
」（
本
県
は
本
会
受
託
）を
設
置
し
、

相
談
や
通
報
・
届
出
を
受
け
付
け
る
こ

と
や
、
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
障

害
の
あ
る
方
を
発
見
し
た
人
は
、
速
や

か
に
こ
れ
ら
の
セ
ン
タ
ー
に
通
報
す
る

こ
と
が
義
務
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
障
害
者
虐
待
は
、
日
常
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
起
き
ま
す
。
問
題
が
深
刻
化
す

る
前
に
支
援
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、福
祉
関
係
者
は
も
と
よ
り
、教
育・

医
療
関
係
者
や
地
域
で
暮
ら
す
一
人
ひ

と
り
の
協
力
と
連
携
が
重
要
で
す
。

　
相
談
や
通
報
な
ど
に
あ
た
っ
て
は
、

障
害
の
あ
る
方
の
障
害
者
手
帳
の
取
得

や
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
い
う
自
覚

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
障
害
者
虐
待

の
早
期
発
見
・
防
止
に
向
け
た
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆ 「
市
町
村
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」
に

つ
い
て
は
、
市
町
村
の
障
害
福
祉
担
当
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆ 

神
奈
川
県
障
害
者
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

　
（
か
な
が
わ
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

　

 

☎ 

045
―
312
―
４
８
１
８

　
℻ 

045
―
322
―
３
５
５
９

　
相
談
時
間
：
月
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

 （
か
な
が
わ
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー
）

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

障
害
者
虐
待
の
早
期
発
見
・

防
止
に
向
け
て

2012年8月30日～9月26日



❖ 膨大な数から手軽に入手できるアプリ
　アプリは現在登録数100万本以上。ニュース閲覧・
辞書・乗り換え案内・ゲームをはじめ、多種多様に増
え続けています。無料で利用できるものも多く、イン
ターネットを使ったダウンロードも手軽です。
　子育てアプリには育児記録・玩具・絵本・音楽・お
絵描き・幼児英語・学習ドリルなどがあります。
　０～２歳児におすすめなのは『baby rattle bab bab』。
赤ちゃんが好む周波数をもとに作った音を奏でるガラ
ガラ玩具で、美しい音と画像に興味をそそられます。
『REAL ANIMALS HD』は迫力満点のリアルな３Ｄ動物図
鑑。動物の英語名を本格的な発音の音声で聴くことが
でき、英語にも親しめると人気です。

❖ 親子で一緒に楽しめるのが魅力
　『タッチ！ うごくうたえほん＋』は童謡を聴いたり
歌ったりできるほか、絵本にタッチすると動く仕掛け
があり、曲を追加することもできます。３～６歳児に
は『ワオっち！』がおすすめ。23種類の知育ゲームが
用意され、子どもたちは楽しく学べて大はりきりです。
　子育てアプリは親が家事で手が離せないとき、電車
や車で移動中に子どもが退屈したときなど、困ったと
きに使うと育児の助けになります。また、何よりも一
緒に楽しめるので、親子の時間を豊かにします。子ど
もが一人で長い時間遊んでいるのを見かけることがあ
りますが、親と子どもが直接触れ合う時間が少なく
なっては本末転倒。親子で上手に利用したいものです。

◆baby rattle bab bab ◆タッチ！ うごくうたえほん＋

◆REAL ANIMALS HD ◆ワオっち！

配信：Realize Mobile Communications Corp、baby toi
料金：Lite版無料／Full版250円（iPhone）、350円（Android）

配信：XING ING.
料金：無料（３曲入り）／追加３曲250円

配信：PROPE,Ltd.　
料金：無料／Full版450円

配信：WAO CORPORATION
料金：無料／一部有料ゲームあり／一部iPhoneのみ利用可

スマートフォンを振
ると「カランコロン」
と優しい音が鳴り、
画面上の画像がくる
くると踊る♪

大きさを比べたり
形を作ったりする
ゲームが満載！

子どもに「これは
○○かな？」と声
を掛けながら楽し
んで！

躍動感たっぷりに、走ったり鳴
いたりする動物たちをさまざま
なアングルから眺められる！

現役のお母さんが開発！
子どもが簡単に遊べるように操作
をシンプルにしたのも人気の秘密。
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❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

今月は ⇨ （N）ままとんきっず　がお伝えします !
　今年で子育て支援活動20年。お母さんたちが主体となっ
て、親子が集うサロン運営・グループ保育・各種講座の開催・
産後サポート・子育て支援センター運営などを展開。情報誌・
単行本の発行物は40冊を超え、一部は海外でも翻訳出版。
最新刊『子育てしながら輝いて生きる─0～6歳育児を楽し
くするママたちの声─』も大好評。2010年の内閣府「チャ
イルド・ユースサポート章」を受賞。
＜連絡先＞川崎市多摩区菅稲田堤３―５―43
　　　　  ☎/FAX　044－945－8662
　　　　  URL　http://www.mamaton.jpn.org/　

　親子で一緒に楽しく
　　　　　子育てアプリを活用！

　発売以来、何かと話題が尽きないスマートフォ
ン。パソコンの機能を取り入れた多機能携帯電話
で、パソコンと同じようにアプリケーションソフ
トウェア（以下、「アプリ」）を追加すると、さまざ
まな目的に合った便利な機能を楽しめます。
　そこで今回は育児の助けとなり、親子の時間を
豊かにする子育てアプリを紹介しましょう！
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福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当事者・職能団体
等の方々から日ごろの取り組みをご寄稿いただきます。

「二分脊椎症」について
　分娩約2,000件に１名の割合で、二分脊椎症の子ども
が生まれています。二分脊椎症とは、神経管の下部に閉
鎖障害が発生する状態をいい、葉酸不足等で妊娠３週ご
ろに神経管がうまく形成されないことが原因の１つとい
われています。出産後の処置や症状は、背中から飛び出
た神経の閉鎖手術、下肢障害(車いす・補装具他)、排泄
障害(導尿・摘便・かん腸・洗腸)、合併症(水頭症・キ
アリ２型奇形・股関節脱臼・側

そく

彎
わ ん

症・脊髄空洞症・学習
障害・発達障害・アスペルガー症候群等)が挙げられます。
　厚労省は、妊娠４週間前から妊娠12週まで１日400µg
の葉酸サプリメントを内服すると発生リスクが低くなる
と発表していますが、葉酸情報が掲載された母子手帳で
は手遅れであり、学校教育内で、葉酸摂取の必要性につ
いて、周知徹底されることを強く望んでいます。 
神奈川での特徴的な生活課題
　二分脊椎症の子どもは、脳神経外科(主治医)・泌尿器
科(排尿)・小児外科(排便)・整形外科(骨の変形)・リハ

ビリテーション(装具・歩行訓練)等、各科に通います。
治療や訓練の他、ＭＲＩ・ＣＴ・膀胱圧等の検査も盛り
だくさんです。排泄障害の場合、毎週の浣腸または洗腸
等が必要となりますし、導尿も１日６回前後必要で、カ
テーテル等の医療用品も相当額の出費になります。
　頼りになるのは自治体の各種医療助成・補助制度です。
ただ、実際は自治体ごとにサービス内容の格差が生じて
いますし、障害者手帳３級レベルだと、医療費は一般と
同じ３割負担。日々の生活費への負担は相当なものです。
今後の取り組みの方向性
　毎年、厚労省・文科省・神奈川県・横浜市宛てに、そ
れぞれ要望書を提出し、日常生活での改善等を訴えてお
ります。現在の課題は、車いすや下肢装具を利用する子
どもたちが、地域の小学校に通えないことです。普通級
への入学または、肢体不自由児を対象とした特別支援学
級の新設を強く望んでいます。子どもたちは平等に教育
を受ける権利があります。「車いすだから特別支援学校
に行け！」ではただの差別です。

　二分脊椎症の子どもたちのために

　1973年設立の患者団体。行政交渉、会
員交流、勉強会・講演会、関係機関との
交流、スポーツ体験会等幅広く活動。
〈連絡先〉☎050-3337-7863(神奈川支部)
　　　　  E-mail　kondou@sba.jpn.com
　　　　  URL　http://sba.jpn.com/（協会本部）

　支部長　　近藤　誠
日本二分脊椎症協会 神奈川支部
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Ａ
さ
ん
の
事
例

「
友
人
か
ら
の
金
銭
搾
取
」

　

軽
度
の
知
的
障
害
が
あ
る
30
代
の
Ａ
さ

ん
は
、
特
別
支
援
学
校
を
卒
業
後
、
小
さ

な
工
場
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
両
親
が

亡
く
な
り
、
親
族
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ

の
入
居
を
勧
め
ま
し
た
が
、Ａ
さ
ん
は「
自

由
に
暮
ら
し
た
い
」
と
ア
パ
ー
ト
で
一
人

暮
ら
し
を
始
め
ま
し
た
。

　

一
人
暮
ら
し
に
も
慣
れ
て
き
た
こ
ろ
、

Ａ
さ
ん
は
街
中
で
同
世
代
の
男
性
に
声
を

掛
け
ら
れ
、
親
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
友
人
と
呼
べ
る
存
在
の
い
な
か
っ
た

Ａ
さ
ん
は「
男
性
が
喜
ん
で
く
れ
る
か
ら
」

と
お
金
を
渡
す
よ
う
に
な
り
、
夜
中
ま
で

出
歩
き
、
仕
事
も
休
み
が
ち
に
な
り
ま
し

た
。
職
場
の
同
僚
や
隣
人
は
Ａ
さ
ん
の
変

化
に
気
づ
い
て
い
ま
し
た
が
「
余
計
な
お

世
話
か
も
し
れ
な
い
」
と
Ａ
さ
ん
に
声
を

掛
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

や
が
て
消
費
者
金
融
会
社
に
連
れ
て
行

か
れ
た
Ａ
さ
ん
は
、
仕
組
み
も
分
か
ら
な

い
ま
ま
に
契
約
書
に
サ
イ
ン
を
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
後
す
ぐ
、
男
性
は
現
金

を
持
っ
て
行
方
を
く
ら
ま
し
、
Ａ
さ
ん
に

は
数
十
万
円
の
借
金
が
残
り
ま
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
宅
に
届
い
た
督
促
状
を
み
た
親

族
は
驚
い
て
、
相
談
窓
口
に
駆
け
込
み
ま

し
た
。

制
度
・
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で

本
人
の
思
い
を
く
み
取
れ
る
か

　

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
高
齢
の
方
・

障
害
の
あ
る
方
を
権
利
侵
害
か
ら
守
る
た

め
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
と
と
も
に

成
年
後
見
制
度
や
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
な
ど
、
権
利
擁
護
の
仕
組
み
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
、
虐
待
の
早
期
発
見
・
予
防
の

た
め
の
法
体
制
も
整
備
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
一
方
で
、
本
会
が
昨
年
度
に
行
っ
た

課
題
把
握
調
査
で
は
「
成
年
後
見
人
の
養

成
」「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
対
象

者
拡
大
」
に
つ
い
て
提
言
が
あ
り
、
権
利

擁
護
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す

い
、
身
近
な
地
域
の
相
談
支
援
体
制
づ
く

り
に
向
け
た
意
見
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
事
例
の
Ａ
さ
ん
は
な
ぜ
、

男
性
に
言
わ
れ
る
ま
ま
に
お
金
を
渡
し
て

し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
障
害
に
よ

り
判
断
能
力
が
十
分
に
な
か
っ
た
」
た
め

で
し
ょ
う
か
。
Ａ
さ
ん
の
様
子
か
ら
は
、

友
人
を
求
め
る
気
持
ち
や
人
を
喜
ば
せ
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
る
こ
と
、
一
方
で
社

会
生
活
体
験
の
少
な
さ
か
ら
、
人
と
の
付

き
合
い
方
が
分
か
ら
な
い
・
職
場
の
同
僚

や
隣
人
な
ど
と
関
わ
り
を
持
ち
づ
ら
い
状

況
が
み
え
て
き
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
の
権
利
擁
護
の
た
め
に
は
、
制

度
や
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
活
用
す
る
こ
と

で
権
利
侵
害
か
ら
守
る
と
同
時
に
、
Ａ
さ

ん
の
抱
え
て
い
る
思
い
や
、
問
題
の
背
景

に
あ
る
生
活
の
し
づ
ら
さ
に
目
を
向
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
権
利
擁
護
相
談
支
援
の
必

要
性
に
対
し
、
地
域
の
相
談
支
援
機
関
か

ら
は
「
現
行
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

相
談
支
援
活
動
の
報
酬
へ
の
反
映
が
必
ず

し
も
高
く
な
い
」「
限
ら
れ
た
職
員
数
で

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
相
談
支
援
に
十
分
な
時
間

を
か
け
ら
れ
ず
、
本
人
の
思
い
や
問
題
の

背
景
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

い
っ
た
ジ
レ
ン
マ
が
き
か
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
、
地
域
の
関
係
機
関

が
権
利
擁
護
の
視
点
を
共
有
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
組
む
こ
と
で
少
し
で
も
解
決
し

て
い
こ
う
と
、
海
老
名
市
で
は
市
社
協
が

中
心
に
な
っ
て
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

本
人
の
生
活
全
体
を
み
る

　
～
海
老
名
市
社
協
の
視
点

　

昨
年
、
海
老
名
市
社
協
の
海
老
名
あ
ん

し
ん
セ
ン
タ
ー
に
「
障
害
の
あ
る
方
の
金

銭
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
」
と
、

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
利
用
相
談
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
セ
ン
タ
ー

担
当
者
が
本
人
の
意
向
や
状
況
等
を
確
認

し
た
結
果
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
は
見

送
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
点
で
、
本
人
と
の
関
わ
り
は
終

了
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
し
た
が
、
地

域
福
祉
課
長
の
白
倉
博
子
さ
ん
は
「
事
業

の
利
用
者
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
相
談

を
受
け
る
中
で
、
こ
の
方
が
地
域
で
今
後

ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
く
の
か
が
気
に

連 載

　地域包括支援センターの機能強化や市町村障害者虐待防止センターの設置など、市町村域で
の権利擁護相談支援体制が整備される一方、認知症高齢者の増加や障害のある方の地域移行の
推進を背景に、判断能力が十分でない方への支援の充実・拡大が求められています。
　そこで今回は、権利擁護相談を取り巻く現状と支援ネットワークづくりについて探ります。

かながわの福祉課題を追う！

権利擁護の推進
～身近な地域での権利擁護ネットワークづくり～

7No.
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（区分　Ａ：拡大・充実、Ｂ：継続、Ｃ：縮小・統合、Ｄ：終了）

　平成23年度に実施した103事業の自己評価を行い、そのうち15事業に対して
事業外部評価委員会による外部評価を実施しました。
　この意見を踏まえながら、今後、事業見直しや改善に取り組んでいきます。

（企画調整・情報提供担当）

事業名 主な事業内容 区分 　　　　　　　　　  評価コメント  　※関連事業をまとめて評価
１　 ともしびポスター・絵本コ

ンテスト、神奈川県福祉
作文コンクール開催事業

ともしびポスター・絵本コンテスト、
県福祉作文コンクール開催

C

　子どもたちに、福祉についてポスター・絵本・作文などで表現してもら
い、思いやりの心を育むとともに親にも関心を持ってもらうという本事業
は、多くの方にわかりやすく、福祉に焦点をあてる大切な取り組みである。
一方で、実施にあたっては、参加が一部の学校に偏らないようにしたり、
作品を提出した子ども達が関心を持てるようにするなど、更なる工夫が求
められる。ともしび運動関連事業の見直しを図る中で、関連事業を統合し、
的を絞ったり一体的に進めるなど、効率的に事業を進めてほしい。

２　 福祉を育む学び協働
事業

「福祉を育む学び研究会」の成果を踏
まえ、福祉の主体的な学びの場づく
りを、地域活動・福祉活動に取り組
む３団体・グループと協働にて実施

３　 市町村社会福祉協議
会地域福祉活動計画
等への個別支援

「地域福祉プラン21」の見直し検討
プロジェクト開催、市町村社協への
個別支援（18地域）、市町村社協現況
報告書作成等

B

　今日の社会福祉協議会は、自治体の行財政による影響を受けやすく厳し
い環境に置かれているが、住民の福祉ニーズに着実に応えていくことが大
切である。他の領域の取り組みを参考にしながら、市町村社会福祉協議会
が住民ニーズに即した事業展開をしていく可能性を検討してほしい。また、
県社会福祉協議会は、市町村社会福祉協議会において、より一層取り組み
が進むよう、地域状況を見ながら事例収集や情報提供を通じたサポートを
行ってほしい。

４　 市町村社会福祉協議
会の経営・運営基盤
の強化の推進

組織運営基盤強化モデル事業の推進
（２地域）、市町村社協の経営・運営
面や税務・会計他各種相談支援等

５　 市町村社協部会等各
協議の場による地域
福祉の推進

会長会・局長会・職員会等各種会議、
課題別情報交換等（日常生活自立支援
事業・被災地支援・コミュニティワー
ク）、階層別・課題別研修の実施等

６　 コミュニティワーク
検討会、コミュニティ
ワーク実践研修

社協によるコミュニティワーク実践
のための検討会開催

７　 民生委員児童委員が
活動しやすい環境づ
くりのあり方検討

民生委員児童委員部会にて、民生委
員児童委員が活動しやすい環境づく
りについて検討 B

　住民と同じ立場にありながら守秘義務が課せられた民生委員児童委員
は、住民の多様化する福祉課題の解決に対し、身近な相談相手として大き
な役割を果たしてきている。一方で、民生委員児童委員活動は、活動の実
態に比べて必ずしも十分に社会的評価をされていない面もあることから、
活動の意義や役割を市民や関係機関等へ継続的に周知し、民生委員児童委
員活動を積極的に支えていってほしい。

８　 権利擁護相談支援
事業

権利擁護・成年後見相談、弁護士相
談、弁護士・アドバイザリースタッ
フ派遣事業

B

　権利擁護は地域に切実なニーズが多々あるとともに社会的な関心も強い
ことから、その社会的役割を確認しつつ専門性を確保しニーズにきちんと
対応していってほしい。高齢・障害・児童の既存の支援ネットワークと、
権利擁護を視点に置いたネットワークが重層的に構築されることで、困難
な状況に置かれた個別ニーズが解決されることを期待する。また、成年後
見制度については、市民に対する啓発普及、理解促進に継続的に取り組ん
でいく必要がある。

９　 権利擁護ネットワー
ク形成事業

相談事業推進委員会での地域相談機
関への支援や困難事案等の検討、事
例集「地域主体の権利擁護ネット
ワーク形成に向けて」発行等

10　 社会福祉法人等経営
指導事業

法律・会計経理・建築・労務管理・
不動産等の経営相談の実施 B 　NPOをはじめとして福祉サービスを提供する担い手が多様化してきてい

ることから、効果的な事業展開に努めてほしい。事業者からサービス提供
に関して相談があった際には、一義的な相談窓口として受け止め、適切な
ところへつなぐ役割を期待したい。また、新会計基準への移行が適切に進
むよう取り組んでほしい。

11　自主監査事業 公認会計士による自主監査事業、専
門相談員による巡回相談の実施 C

12　 社会福祉法人会計簿
記研修

社会福祉法人会計簿記研修・認定試
験、新会計基準研修会の開催 C

13　 無料職業紹介事業の
実施

福祉人材センターの運営、キャリア
支援専門員の配置、福祉・介護の職
場体験事業、福祉就活支援パンフ
レットの発行等 B

　福祉の仕事は、単なる介護サービスの提供ではなく、関わり合いを通じ
た人間関係の深みを伴う仕事である。福祉職場未経験者が安心して働ける
よう、事業所とのミスマッチが解消されるよう福祉職場の状況について情
報提供をしっかり行ってほしい。また、福祉職場で働く人たちの意欲を支
えられる取り組み、例えばキャリアが長い職員から、若い職員に対し福祉
職場の魅力ややりがいなどを伝える機会づくりなどを通じて、離職防止に
努めてほしい。

14　 福祉人材現任者研修
の実施

階層別・課題別研修、組織内キー
パーソン育成、資格取得試験対策の
実施

A

　単なる技術論だけでなく人権意識の向上や、利用者の意欲を向上させる
ようなコミュニケーションを学ぶといった機会を持つことや、組織内の良
質なコミュニケーションによる職員の育成環境づくりが大切である。こう
したことを通じて利用者の利益を保護するとともに職員の職場定着を図る
必要がある。また、小規模な事業所は自施設では職員研修を自ら行うこと
が難しいことから、一極集中型だけでなくブロック単位など研修方法を工
夫しながら取り組んでほしい。

15　 県社協活動広報事業 ホームページ運用、機関紙発行、パ
ンフレット発行、事務局情報ネット
ワークシステムの運用

B
　福祉への理解を広めていくため、ホームページや機関紙を活用した情報
提供に力を入れていくことは大切である。見やすさなどを工夫しながら、
幅広い受け手を考えて取り組んでいってほしい。

平成24年度事業評価（平成23年度実施事業）
外部評価の公表

県社協の
ひ ろ ば

県社協の
ひ ろ ば
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei .co.jp
URL http://www.yasue-sekk ei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

役員会の動き
◇ 理事会＝９月３日（月）①正会員の
入会申込み②生活福祉資金貸付審
査等運営委員会委員の選任③県社
協会長顕彰者の審査④平成24年度
県社協一般会計補正予算（案）

新会員紹介
【経営者部会】（福）横浜来夢会
【施設部会】来夢の里、川和児童ホー
ム、パセオやがみ、まごころ館大和
東、至誠館ゆりがおか保育園、藤沢
富士白苑、ふくじゅ保育園、さくら
の里山科、本厚木ふたば保育園、中
海岸保育園、かわの風保育園、コス
モス学園松田センター

第７回地域福祉推進を考える
セミナーのご案内
　多様化している地域の生活課題に
対して、福祉関係者・住民に何がで
きるのか。地域活動の実践をもとに
考えます。
◇ 日時＝11月13日（火）午後１時30分
～４時30分（開場 午後１時）
◇ 会場＝県社会福祉会館  ２階ホール
◇ 対象＝社会福祉施設職員、民生委員
児童委員、保護司、社協役職員、ボラ
ンティア関係者ほか関心のある方
◇定員＝200名
◇申込締切＝11月２日（金）
◇問合先＝本会社会福祉施設・団体担当
　☎045-311-1424 FAX 045-313-0737

障害者虐待防止・関係職員等
研修会のご案内
　障害者虐待防止に関する基礎知識
や障害者の権利擁護に関する意識啓
発についての研修を開催します。

◇ 日時＝①11月15日（木）②12月15日
（土）両日ともに午後１時30分～
５時

◇会場＝県社会福祉会館 ２階ホール
◇ 対象＝障害者支援に関わる方、障
害者虐待防止に関心のある方

◇定員＝各回200名（先着順）
◇ 申込締切＝①10月31日（水）②11月
30日（金）

◇ 問合先＝（Ｎ）神奈川県障害者自立
生活支援センター

　☎046-247-7503 FAX 046-247-7508

オレンジリボンたすきリレー
2012のご案内
　子ども虐待防止を目指して「オレ
ンジリボンたすきリレー」を開催し
ます。スタート会場やコースの中継
点、ゴールの新港中央広場でキャン
ペーン活動を行いますので、お立ち
寄りください。
◇ 日時＝10月28日（日）午前８時ス
タート、午後３時30分ゴール

◇ コース＝湘南コース、鎌倉・三浦・
横須賀コース、都心コース

◇ 問合先＝子ども虐待防止オレンジ
リボンたすきリレー実行委員会

　 URL http://www.orange-tasuki. 
org/

全国心臓病の子どもを守る会
第50回記念大会のご案内
　心臓病児者を取り巻く医療・制度の
変遷や今後の課題について考える50
回目の全国大会を本県で開催します。
◇ 日時＝11月11日（日）午前10時～午
後４時（受付開始 午前９時30分）

◇会場＝神奈川県民ホール 小ホール
◇対象＝テーマに関心のある方
◇定員＝430名

　※直接会場にお越しください
◇ 問合先＝（一社）全国心臓病の子ど
もを守る会本部事務局
　☎03-5958-8070  FAX 03-5958-0508

寄附金品ありがとうございました
【一般寄附金】脇隆志
【子ども福祉基金】佐藤和成、NTT
ドコモ神奈川支店
【ともしび基金】樋口正典、穴澤久吉、
松岡万里子、名取岐、太田雄造、大
野 子、日向台病院 （合計570,000円）
【寄附物品】神奈川県企業庁茅ヶ崎
水道営業所、湘南弦楽合奏団、とも
しび展示コーナーOB会

（いずれも順不同、敬称略）

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰 〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

【問合先】本会地域福祉推進担当
☎045-312-4813　℻ 045-312-6307

地域福祉（ともしび）推進助成金
申請受付中！

第11回かながわ高齢者福祉研究 
大会・優秀賞を決定しました！

研究発表・介護技術発表の各優秀
賞を決定し、10月３日に表彰式を
開催しました。詳しくは、大会
ホームページをご確認ください。

【問合先】本会社会福祉施設・団体担当
☎045-311-1424　FAX 045-313-0737
URL http://www.kanagawa
fukushitaikai.jp/



「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています

12

　
障
害
の
あ
る
子
ど
も
、
虐
待
を
受
け

て
心
に
傷
を
持
つ
子
ど
も
、
Ｄ
Ｖ
（
家

庭
内
暴
力
）
を
受
け
た
母
子
な
ど
、
社

会
的
養
護
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち

が
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
約
９
割
は

福
祉
施
設
で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
多
く
は
高
校
卒
業
と
同
時
に
、
就
職

や
進
学
に
よ
り
施
設
を
退
所
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う

に
生
き
て
い
く
か
。
施
設
を
巣
立
つ
そ

の
時
の
判
断
と
選
択
は
、
子
ど
も
た
ち

の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
「
彼
ら
が
将
来
の
選
択
の
と
き
を
迎

え
る
ま
で
に
、
働
く
こ
と
に
つ
い
て
考

え
る
時
間
や
考
え
る
材
料
、
他
の
子
ど

も
と
た
ち
と
同
じ
だ
け
の
選
択
肢
が
準

備
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」

　
求
人
広
告
を
扱
う
民
間
企
業
に
勤
め

て
い
た
永
岡
鉄
平
さ
ん
は
、
若
者
の
早

期
離
職
の
課
題
に
直
面
し
、
特
に
社
会

的
養
護
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
就
労
支
援

の
あ
り
方
に
課
題
を
感
じ
た
と
言
い
ま

す
。
平
成
23
年
８
月
に
㈱
フ
ェ
ア
ス

タ
ー
ト
（
内
閣
府
地
域
社
会
雇
用
創
造

事
業
「
第
１
回
社
会
起
業
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
」
最
優
秀
賞
受
賞
）
を
立
ち
上

げ
、
福
祉
施
設
等
か
ら
の
依
頼
を
受
け

て
20
人
の
若
者
と
企
業
を
つ
な
い
で
き

た
ほ
か
、
企
業
訪
問
や
施
設
退
所
者
を

講
師
に
招
い
た
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
た

り
、
就
職
後
の
若
者
の
交
流
の
場
づ
く

り
を
行
う
な
ど
、
県
内
17
施
設
と
の
協

働
に
よ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
か
ら
職
場
定
着
支

援
ま
で
一
貫
し
た
就
労
支
援
を
進
め
て

い
こ
う
と
、
現
在
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設

立
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
・
業
態
で
働
く

大
人
に
出
会
い
、
幅
広
い
選
択
肢
の
中

で
将
来
に
つ
い
て
考
え
、
自
ら
の
進
む

道
を
決
め
て
い
か
れ
る
よ
う
に
。
福
祉

分
野
に
限
ら
ず
、
関
係
者
が
広
く
つ
な

が
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
」

　
福
祉
施
設
を
巣
立
つ
子
ど
も
た
ち
の

将
来
を
見
据
え
、
就
職
支
援
の
専
門
家

の
立
場
か
ら
役
に
立
ち
た
い
と
、
永
岡

さ
ん
は
語
り
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に

 

社
会
に
出
る
た
め
の
公
平
な
機
会
を　

㈱
フ
ェ
ア
ス
タ
ー
ト

児童養護施設と協働で行われた合同就職
説明会（上）、出張パソコン講座（下）

右から永岡さん、スタッフの西村夏美さん。
大学生インターンの皆さんも加わり、永岡さ
んの言葉に熱心に耳を傾けていました

【発行日】2012（平成24）年10月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】鈴木和夫
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川新聞社
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX045-312-6302　E-mail  kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

湘南国際アカデミー
ホームヘルパー2級（通信制・通学制）

※一括でお支払いの方限定の割引です（教材費等込・但し健康診断費用は実費自己負担）

￥79,800-￥79,800- ￥69,800-￥69,800-

平成25年4月以降は今までにない科目や、筆記試験が導入されるため
資格取得が難しくなると言われています。

湘南国際アカデミー
藤沢本校 藤沢市藤沢38-2F
 TEL：0120-961-190
本厚木校 厚木市中町3-4-13 OSKビル4F
 TEL：0120-377-038
二俣川校 横浜市旭区二俣川1-46-15 森山セブンビル2F
　　　　　TEL：0120-557-729
平 塚 校 平塚市八重咲町 7-25　熊山ビル2F
　　　　　TEL：0120-608-330

ズバッ‼と一括料金キャンペーン
11/30まで受講料  　　　 割引11/30まで受講料  　　　 割引1万円

◆㈱フェアスタート
　横浜市中区北仲通3－33
　神奈川県中小企業共済会館
　関内フューチャーセンター214
　☎045－568－4266
　URL　http://fair-start.co.jp

社会的養護の子ども・若者の就労支援
のご相談は、まずはお電話にてご連絡
ください
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